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工事概要

● 五郎田橋

● 北条遊園地

竜西一貫水路付替え

長野県駅工区

2※今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。

今回の説明範囲

・高架橋・土構造物については、計画が具体化した後、ご説明いたします。

： 鉄道用地境界
（凡例）

：計画道路 ：計画河川・水路

：既存河川・水路：既存道路 ：先行着手工事
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3

断面図

竜西一貫水路付替え

リニア本線
約２０m沈砂池Box

約13ｍ

サイフォン区間：約33ｍ

A-A断面

配布資料２

※今後の設計・協議等の進捗により
変更になる場合があります。

平面図 N

維持管理用
スペース

マンホール

本線

〈名古屋方〉 〈品川方〉

仮切回し
サイフォン区間

沈砂池



竜西一貫水路 現地状況
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仮切回し水路

マンホール（新設）

沈砂池・マンホール（新設）

現水路

長野県駅予定地周辺

〈名古屋方〉

〈品川方〉

中央新幹線本線ルート



竜西一貫水路付替えの施工手順
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② 鋼矢板設置・掘削工

④ 沈砂池構築・本切回し

※施工手順については、現地の状況等により変更となる場合があります

仮切回し

（平面図）

（断面図）

（平面図）

（断面図）

① 仮切回し
N

①仮切回し

③ サイフォン構築

A A

A-A断面
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仮切回し

N

鋼矢板

②鋼矢板設置・掘削工

A A

A-A断面

鋼矢板

令和5年度
（非灌漑期11～2月のうち数カ月）



竜西一貫水路付替えの施工手順

6※施工手順については、現地の状況等により変更となる場合があります

N

サイフォン

④沈砂池構築・本切回し

A A

A-A断面
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マンホール組立
N

サイフォン

③サイフォン構築

A A

A-A断面

② 鋼矢板設置・掘削工

（平面図）

（断面図）

（平面図）

（断面図）

① 仮切回し

③ サイフォン構築

④ 沈砂池構築・本切回し

沈砂池

沈砂池

令和6年度（非灌漑期11～2月のうち数カ月）



竜西一貫水路付替えの工事スケジュール

作業内容
令和５年度 令和６年度

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

準備工事・申請手続等

仮切回し

鋼矢板設置・掘削工

サイフォン構築

沈砂池構築・本切回し
・片付け

※工事工程については、今後の工事進捗や協議等により変更となる場合があります。
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▼本日の説明会
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非灌漑期
11～2月

非灌漑期
11～2月

鋼矢板設置 掘削工

沈砂池構築
本切回し

片
付
け



● 五郎田橋

● 北条遊園地

ポイント④

【参考】
・長野県駅（仮称）・風越山トンネル（上郷）の月別日平均の最大台数：約190台/日（往復）
※2022年9月工事説明会にて提示

既存河川等

既存道路

工事用車両運行ルート

仮囲い

工事用道路

●イオン飯田店

N
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月別日平均の最大台数（往復）

ポイント④ 約６０台/日

※工事用車両の運行ルートは、今後の協議等により変更する場合があります。
※計画上の台数であり、施工の進捗状況等により運行台数が変更となる場合があります。

工事用車両の運行計画
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➊

右折入場を禁止

高屋

城東東

別府

座光寺共和

座光寺宮の前 座光寺
➋

N

北から来た車両は、ヤードへ左折入場するため、
信号のある交差点を利用して旋回

➋

➊

9

南から来た車両は、ヤードへ左折入場する
ため、信号のある交差点を利用して旋回

３

■国道153号の交通渋滞を抑制する運行計画

現場入口

３

４

４

配布資料８ 工事用車両の運行計画

ポイント④


